
し尿汲取り日

ごみ収集日

［いいしクリーンセンター］　 72-9217
［クリーン㈱］　 72-1401（頓原地域）
［クリーン㈱］　 76-2441（赤来地域）

決められた日時を
必ずお守りください。

スマホで
広報紙を
読んでみ
ませんか

収集地区 収集日 収集日 収集日

金属類・灰類
くつ類・プラスチック類

陶器・ガラス類
くつ類・プラスチック類

25日（月）
27日（水）
26日（火）
18日（月）
20日（水）
19日（火）

11日（月）
13日（水）
12日（火）
4日（月）
6日（水）
5日（火）

20日（水）

27日（水）

頓 原 連 担 地
八 神 連 担 地
頓原・八神連担地以外
赤 名 連 担 地
来 島 連 担 地
赤名・来島連担地以外

町の人口　4,683人（前月比ー9人）  男性2,197人  女性2,486人  世帯数2,058戸　R3.9.1 現在

　
今
年
７
月
、日
本
郵
政（
株
）に
、グ
ル
ー

プ
各
社
の
若
手
社
員
が
中
心
に
集
ま
る
部

署
が
誕
生
し
ま
し
た
。そ
の
名
も「
Ｊ
Ｐ
未

来
戦
略
ラ
ボ
」。そ
の
舵
取
り
役
を
任
さ
れ

た
の
が
、安
部
耕
太
さ
ん（
36
歳
・
東
京
都

在
住
）で
す
。

　「
お
客
さ
ま
に
よ
り
よ
い
サ
ー
ビ
ス
を

お
届
け
す
る
た
め
に
、私
た
ち
に
求
め
ら

れ
る
の
は
、『
既
存
の
枠
組
み
に
と
ら
わ
れ

な
い
発
想
』で
す
」と
安
部
さ
ん
。「
新
た
な

発
想
を
生
む
鍵
」を
見
つ
け
た
の
は
、海
外

勤
務
時
代
で
し
た
。

　
安
部
さ
ん
は
、平
成
27
年
10
月
か
ら
昨

年
３
月
ま
で
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
子
会
社

で
勤
務
。タ
ン
ク
ロ
ー
リ
ー
輸
送
の
レ
ー
ト

分
析
、食
肉
や
自
動
車
部
品
輸
送
な
ど
に
携

わ
り
ま
し
た
。

　
そ
ん
な
中
で
、日
本
と
違
う
仕
事
の
仕

方
や
物
事
の
考
え
方
に
直
面
。多
様
な
価

値
観
を
持
っ
た
人
た
ち
と
の
ビ
ジ
ネ
ス
経

験
が
、安
部
さ
ん
の
考
え
方
を
大
き
く
変

え
た
と
言
い
ま
す
。

　「
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
移
民
の
多
い
多

文
化
社
会
で
す
。多
様
な
価
値
観
の
中
で
、

み
ん
な
の『
今
ま
で
な
か
っ
た
け
ど
、あ
っ

た
ら
い
い
よ
ね
』を
叶
え
る
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
す
る
こ
と
が
必
要
で
し
た
」と
安
部

さ
ん
。文
化
の
壁
す
ら
超
え
て
、求
め
ら
れ

る
も
の
を
考
え
る
。こ
れ
が「
新
た
な
発
想

を
生
む
鍵
」だ
っ
た
の
で
す
。

　
安
部
さ
ん
は
、「
人
口
減
少
で
、地
域
の

サ
ー
ビ
ス
の
担
い
手
が
少
な
く
な
る
中
、

郵
便
局
に
で
き
る
新
し
い
サ
ー
ビ
ス
を
創

造
し
て
い
き
た
い
。個
人
的
に
も
、飯
南
町

と
一
緒
に
な
っ
て
ま
ち
を
盛
り
上
げ
て
い

き
た
い
」と
話
し
ま
す
。

　
人
と
地
域
を
支
え
る「
Ｊ
Ｐ
未
来
戦
略

ラ
ボ
」と
安
部
さ
ん
の
挑
戦
は
始
ま
っ
た

ば
か
り
で
す
。

「
今
ま
で
な
か
っ
た
け
ど
、

あ
っ
た
ら
い
い
よ
ね
」を

カ
タ
チ
に

安部 耕太

汲取り地区

頓原・志々
赤　名
来　島

汲取り日

　7日（木）
20日（水）
12日（火）

8日（金）
22日（金）
14日（木）

資源物

2021.9 N
o.201  令

和
3年
9月
17日

　
発
行
／
飯
南
町
　
編
集
／
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
　
〒
690-3513  島

根
県
飯
石
郡
飯
南
町
下
赤
名
880　

電
話（
0854）76-2864  FAX（

0854）76-3943　
https://w

w
w
.iinan.jp/

広
報

教育 健康・保健 文化・体育 その他
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金
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金

土

日

月

火

水

木

金

土

日
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火

水

木

金
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月

火

水

木

金

土

日

ほっと。Café（保健福祉センター）
（ベビーマッサージ）10：00～11：30

授業公開日（来島小）

赤来中カルチャーフェスタ

授業公開日(頓原小･志々小)

銀山街道ウォーキング9：00～12：00

はぴこ無料結婚相談会（役場本庁舎）
18：00～※予約制

頓原公民館まつり
ストーリーテリング（中央図書館）10：00～、11：00～
趣味講座（来島交流センター）18：30～20：00
十三夜の夜としょ（中央図書館）～20：00

乳児健診（保健福祉センター）
雲南市・飯南町新人体育大会（頓原中・赤来中）〈～8日、予備日9日〉
授業公開日・PTA研修会（赤名小）

ほっと。Café（来島保健センター）10：00～11：30

ほっと。Café（来島保健センター）（食講座【大人】）10：00～13：00
こころの健康相談日（保健福祉センター）※完全予約制

中学校修学旅行（2年生）〈～22日〉
ほっと。Café（来島保健センター）10：00～11：30

特集  地域の宝を育む飯南町の教育魅力化
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笑顔あふれるまち  飯南町

201
まちのスケジュール

このまちに住んで
いようと、なかろう
と、ルーツをたどれ
ば飯南町。生まれや
育ちは違っても、飯
南町に縁やゆかり
がある。そんな人
たちを紹介します。
今回登場した人が
次の人を指名。つ
ながり続くよどこ
までも。

飯南町出身。飯南高
校、早稲田大学卒業
後、郵便局㈱（現・日
本郵便㈱）に入社。平
成27年からオースト
ラリアの子会社で国
際物流に携わる。現、
日本郵政㈱ＪＰ未来
戦略ラボ室長

オーストラリアの子会社で勤
務。最初の上司はロシア人。同
僚は中国人、マレーシア人、
ポーランド人。価値観や文化の
違いで、言い合いになることも
しょっちゅう。でも、「仕事で成
果を出す」という想いはみんな
同じ。お互いに尊重し合いなが
ら切磋琢磨



●飯南町教育長

大谷　哲也青山　顕紹
●飯南高等学校校長　

地域の宝を育む
飯南町の教育魅力化
　飯南町では、令和３年３月に飯南町教育大綱を改

定し「ふるさと飯南の学びを原点に、一人一人が輝く

人づくり」を基本理念とした教育魅力化に取り組ん

でいます。保小中高一貫教育もそのひとつ。

　今月は、「地域の宝」である子どもたちを育む飯南

町の教育魅力化を特集します。

教育魅力化への想い
～飯南町教育長と
　　飯南高等学校校長が語る～

　
飯
南
町
に
は
、
小
さ
な
町
だ
か
ら

こ
そ
で
き
る
教
育
が
あ
り
、
そ
の
一

つ
が
、
き
め
細
か
な
学
習
指
導
で

す
。

　
「
学
習
支
援
館
」
で
の
学
習
指
導

は
、
児
童
生
徒
の
学
力
向
上
に
貢

献
し
、
中
高
一
貫
教
育
で
は
、
関
係

す
る
教
員
同
士
で
綿
密
な
授
業
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
を
立
て
、
教
育
現
場
で

一
貫
し
た
授
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
　
ま
た
、
飯
南
高
校
の
「習
熟
度
別

授
業
」は
、
「基
礎
学
力
の
向
上
に
つ

な
が
っ
て
い
て
、
飯
南
高
校
の
魅
力

だ
」
と
生
徒
が
話
し
て
く
れ
て
い
ま

す
。

　
こ
れ
ら
は
、
都
市
部
の
大
規
模
校

で
は
真
似
で
き
な
い
こ
と
で
あ
り
、

飯
南
町
の
強
み
で
す
。

　
き
め
細
か
な
教
育
を
さ
ら
に
進

化
さ
せ
る
た
め
、
令
和
２
年
度
か
ら

「キ
ャ
リ
ア
パ
ス
ポ
ー
ト
」を
活
用
し

た
教
育
を
始
め
ま
し
た
。

　
保
育
所
、
学
校
、
家
庭
、
地
域
が

協
働
し
、
７
つ
の
資
質
・能
力
「主
体

性
」「課
題
発
見
力
」「計
画
力
」「創

造
力
」
「
巻
き
込
む
力
」
「
実
行
力
」

「
発
信
力
」
を
育
み
ま
す
。
保
小
中

高
は
も
ち
ろ
ん
、
町
ぐ
る
み
で
子
ど

も
た
ち
の
学
び
を
応
援
し
て
い
き
ま

す
。

　
切
れ
目
の
な
い
教
育
の
実
現
に
向

け
て
、
定
期
的
に
保
育
所
長
、
小
中

学
校
と
飯
南
高
校
の
校
長
な
ど
の

関
係
者
が
集
ま
り
、
キ
ャ
リ
ア
パ
ス

ポ
ー
ト
の
検
証
や
意
見
交
換
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　　
私
自
身
、
飯
南
町
で
生
ま
れ
、
地

元
の
小
中
学
校
か
ら
飯
南
高
校
を

卒
業
し
、
大
学
卒
業
後
に
再
び
ふ

る
さ
と
飯
南
町
に
帰
っ
て
来
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
「こ
の
ま
ち
で
育
て

て
い
た
だ
い
た
一
人
」
だ
と
感
謝
し

て
い
ま
す
。

　
私
が
教
育
長
と
し
て
実
現
す
べ
き

こ
と
は
、
飯
南
町
の
子
ど
も
た
ち
が

「
こ
の
ま
ち
で
学
ん
で
よ
か
っ
た
」

「こ
の
ま
ち
で
活
躍
し
た
い
」と
思
え

る
よ
う
な
教
育
環
境
を
整
え
る
こ

と
で
す
。

　
こ
れ
は
決
し
て
、
「
飯
南
町
を
離

れ
な
い
で
ほ
し
い
」
と
い
う
こ
と
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
人
生
の
選
択
で
、

ふ
る
さ
と
か
ら
離
れ
て
生
活
し
て
い

る
方
も
た
く
さ
ん
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

す
。
離
れ
て
い
て
も
、
ふ
る
さ
と
飯

小
さ
な
町
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る

き
め
細
か
な
教
育

「こ
の
ま
ち
で
学
ん
で
よ
か
っ
た
」と

思
え
る
教
育
環
境
に

キ
ャ
リ
ア
パ
ス
ポ
ー
ト
を
活
用
し
た

切
れ
目
の
な
い
教
育

南
町
を
想
う
「
郷
土
愛
」
を
育
ん
で

い
け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
な
ど

の
新
た
な
強
み
を
生
か
し
つ
つ
、
こ

れ
ま
で
積
み
重
ね
て
来
た
飯
南
町

の
教
育
に
磨
き
を
か
け
、
関
係
の
皆

さ
ん
と
共
に
、
飯
南
町
の
教
育
の
魅

力
を
高
め
て
い
き
ま
す
。

　
飯
南
高
校
に
は
、
東
京
や
大
阪
を

は
じ
め
、
全
国
の
さ
ま
ざ
ま
な
地
域

か
ら
生
徒
が
集
ま
っ
て
お
り
、
全
校

生
徒
の
約
３
分
の
２
を
町
外
出
身

の
生
徒
が
占
め
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
町
外
出
身
の
生
徒
に
と
っ

て
も
、
町
内
出
身
の
生
徒
に
と
っ
て

も
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
で
す
。
町
内
出

身
の
生
徒
の
ほ
と
ん
ど
が
、
こ
れ
ま

で
少
人
数
の
中
、
お
互
い
を
あ
る
程

度
知
っ
て
い
る
状
態
で
過
ご
し
て
き

た
は
ず
で
す
。

　
し
か
し
、
県
外
、
県
内
の
「町
外
か

ら
来
た
生
徒
」
と
接
す
る
中
で
、

「
飯
南
町
の
当
た
り
前
が
、
当
た
り

前
じ
ゃ
な
い
こ
と
」
に
気
付
け
た

り
、
「自
分
」と
い
う
存
在
に
改
め
て

向
き
合
え
た
り
し
ま
す
。
　

　
県
内
の
大
規
模
校
に
は
多
く
の
生

徒
が
い
ま
す
が
、
学
校
が
あ
る
地
域

の
出
身
者
が
大
半
を
占
め
て
い
る

の
も
事
実
で
す
。
飯
南
高
校
に
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
背
景
を
持
っ
た
生
徒

=
多
様
性
に
触
れ
る
機
会
が
あ
ふ

れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
環
境
は
、
生
徒
が

「自
分
ら
し
さ
」に
気
付
き
、
磨
き
を

か
け
よ
う
と
試
行
錯
誤
す
る
き
っ

か
け
と
な
り
ま
す
。
そ
れ
が
「成
長
」

に
つ
な
が
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　
生
徒
が
成
長
す
る
過
程
で
、
私
た

ち
教
職
員
ス
タ
ッ
フ
が
で
き
る
こ
と

は
限
ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
飯

南
高
校
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
経
験

を
積
ま
せ
て
あ
げ
ら
れ
る
と
確
信

し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
も
「
生
命
地
域
学
」
を

中
心
に
、
地
域
資
源
を
活
用
し
た

さ
ま
ざ
ま
な
体
験
学
習
や
課
題
解

決
型
学
習
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し

た
。
飯
南
町
の
ヒ
ト
・
モ
ノ
・
コ
ト
に

触
れ
、
答
え
の
な
い
課
題
に
立
ち
向

か
う
こ
と
で
、
１
つ
目
の
教
育
目
標

「自
ら
の
人
生
を
主
体
的
に
切
り
拓

い
て
い
く
力
」を
育
み
ま
す
。

　
「生
命
地
域
学
」は
、
地
域
資
源
=

飯
南
町
ら
し
さ
を
見
つ
け
る
た
び

に
進
化
し
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
生

徒
が
目
を
輝
か
せ
る
瞬
間
を
つ
く

る
た
め
、
教
職
員
一
丸
と
な
っ
て
授

業
の
魅
力
化
に
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。

　
私
は
今
年
４
月
に
飯
南
高
校
に

来
ま
し
た
。
学
校
の
坂
を
上
が
る
際

に
感
動
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
私

と
す
れ
違
う
生
徒
全
員
が
、
立
ち

止
ま
っ
て
、
向
き
直
り
、
腰
を
折
っ

て
お
じ
ぎ
す
る
の
で
す
。
こ
の
よ
う

な
高
校
に
来
た
こ
と
が
な
か
っ
た
の

で
本
当
に
驚
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、

「あ
い
さ
つ
す
る
」と
い
う
こ
と
を
自

然
と
受
け
入
れ
ら
れ
る
人
間
性

が
、
保
育
所
、
小
学
校
、
中
学
校
の

教
育
の
他
に
、
家
庭
や
地
域
で
育
ま

れ
て
い
る
の
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

　
き
ち
ん
と
し
た
と
あ
い
さ
つ
が
で

き
る
こ
と
は
大
き
な
力
で
す
。
社
会

に
出
た
時
、
他
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
始
ま
る
き
っ
か
け
に

な
り
ま
す
。

　
「活
力
あ
る
地
域
・社
会
づ
く
り
に

貢
献
で
き
る
人
材
」
を
育
む
こ
と
。

そ
れ
が
、
２
つ
目
の
教
育
目
標
で

す
。
こ
れ
か
ら
も
、
守
っ
て
い
く
べ
き

こ
と
、
変
わ
っ
て
い
く
べ
き
こ
と
を

見
極
め
つ
つ
、
10
～
20
年
先
を
見

据
え
な
が
ら
、
地
域
か
ら
愛
さ
れ
て

い
る
飯
南
高
校
の
魅
力
を
さ
ら
に

高
め
て
い
き
ま
す
。

第1章

教
育
長
の
想
い

学
校
長
の
想
い

多
様
性
に
触
れ
、
「自
分
ら
し
さ
」に

気
付
け
る
高
校

「生
命
地
域
学
」を
中
心
に
、

授
業
の
魅
力
化
を
図
る

地
域
が
育
ん
だ

「飯
南
高
校
ら
し
さ
」を
守
り
、
高
め
る

23



C a r e e r  P a s s p o r t

地域の宝を育む飯南町の教育魅力化

　小学生が保育所を訪

問し、保育所の児童と

交流を深めます。赤名

小学校では、「ホットブッ

クタイム」と題し、学年別に年１回訪問。絵本の読み聞か

せをしたり、一緒に遊んだりしてふれあいます。

　小学生のほとんどが、自分の通っていた保育所に足を

運ぶことで、自分の成長を実感。保育所の児童との交流

を通して相手を思いやる気持ちを育んだり、人との関わり

方を考えたりするきっかけになっています。

　「森のおさんぽ」や「生き物かんさつ」など、月ごとにテーマを

変更しながら、子どもたちに自然に触れる楽しさを伝えます。

　ふるさとの森や赤名湿地帯、散歩コースの田んぼ、園庭で

虫や植物を観察。身近にある花で染め物をしたり、木の実で

工作をしたりします。

　森の木々や生き物とのふれあいを通して五感を刺激し、豊

かな感性を育みます。染め物づくりや工作では、色や模様、

形を思い描く想像力を強化。友達や保育士と協力することで

最後までやり遂げる力を身に付けます。

第２章 切れ目のない保小中高一貫教育

自然体験活動

保育所訪問

保 育 所

保小交流
　児童生徒がふるさと飯南町を調べ、課題解決に向けて取

り組んだ成果を発表する場です。小学生と中学生、高校生

が世代を超えて交流。調査・研究、体験から導き出した意

見や解決策を話し合うことで、「ふるさと飯南町を愛し、町

民の一人として主体的・

創造的にふるさとに貢献

しようとする意欲」を育

みます。

　令和２年度からは、新

型コロナウイルス感染症

の影響でオンライン開

催。

　飯南町の自然や文化、歴史を調べ、人に伝える活動。３～４

年生になると、川を調査します（神戸川：赤名・来島・志々、頓

原川：頓原）。

　水質検査をしたり、川の生物を捕ったりして川の状態を把

握。川の状態によって住む生物が違うことに気付くなど、意欲

的に学ぶ姿が見られます。学校近くの川を調査することで、

身近にある自然環境をきれいにすることや、ふるさとの環境

資源に関心を持つこと、環境保全への意識を高めることを目

的としています。

ふるさと教育

ふるさとシンポジウム
小中高交流

小 学 校
　生徒１人に、端末１台を貸し出し、ＩＣＴ教育を進めています

。情報通信技術が発展し続ける時代を生きる子どもたちに、

必要な資質・能力を養うこと。学校の学習と家庭の学習との

境目をなくし、主体的な学びを実現することを目的としてい

ます。

　生徒は、授業の振り返りや課題の提出に活用。部活動でも、

自分の体の動きを確認する際に活用しています。

　頓原中学校では、昨年の臨時休業の際、リモート朝礼や授業

動画の配信、課題や学校だよりの配布などに取り組みました。

ＩＣＴ（情報通信技術）教育

飯南ジョブフェア
中高交流

中 学 校

　町内の10社を超える企業・事業所などが集まり、業務内

容や仕事の魅力を生徒に話す場。飯南町で働く皆さんから

「仕事のやりがい」を聞き、「仕事を通した地域貢献への想

い」を知ることで、生徒の地域貢献意欲を育みます。「働く

こと」を深く考えるきっか

けにもなり、進路選択の

際の参考になっていま

す。

　令和元年度から、中高

連携の取り組みの一つ

として、中学生も参加。

　飯南町をフィールドとしたキャリア教育で、１年生は地域医

療学習、２年生は中山間地域体験学習などに取り組みます。

３年１組の生徒は、高校３年間の集大成として半年間の「課

題研究」に挑戦。

　課題研究では、これまでに得た経験や知識をもとに、主体

的に地域課題を発見し、解決策を提案するだけでなく、実践

により実行力・発信力を高めます。また、生徒同士でのグル

ープ活動や地域･事業所の皆さんとの交流を通して協働す

る力も身に付けます。

生命地域学

高 校

　児童生徒が自分の成長を確かめるための「記録簿」。「ふるさと飯南町を誇

りに思い、社会で役立つ学力を身に付け、前に一歩踏み出す力、協働する力」

を育むために活用します。

　活用するのは、保育所の年長から高校卒業まで。児童生徒は、年度の初め

に「この１年頑張ること」「伸ばしたい資質・能力」を決めます。そして、保育所や

学校、家庭、地域で学んだことを記録。学校の先生や家庭の方からのコメント

をもらい、次年度に持ち越します。

水辺の生き物かんさつ（さつき保育所）

pH測定キットで水質をチェック

「世界45の注目すべき事例（Google）」に選ばれる（頓原中）

課題研究は、小学校・中学校からの「ふるさと教育」の集大成でもある

キャリアパス
ポート
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令
和
２
年
度
の
新
成
人
と
令
和
３
年

度
の
新
成
人
を
お
祝
い
す
る「
成
人
式
」を

来
島
交
流
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
ま
し
た
。

　
式
典
は
、午
前
と
午
後
に
分
け
て
開
催

し
、令
和
２
年
度
の
新
成
人
17
人
と
、令

和
３
年
度
の
新
成
人
30
人（
う
ち
４
人
は

オ
ン
ラ
イ
ン
）が
出
席
。来
賓
に
よ
る
祝
辞

の
後
、新
成
人
代
表
が
誓
い
の
言
葉
を
述

べ
、記
念
品
を
受
け
と
り
ま
し
た
。

　
式
典
後
の
交
流
会（
飲
食
な
し
）で
は
、

恩
師
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
披
露
や
学
生

時
代
の
思
い
出
話
、飯
南
町
○
×
ク
イ
ズ

が
行
わ
れ
、友
人
や
恩
師
と
の
再
会
を
喜

び
ま
し
た
。
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相
撲
の
元
祖「
野
見
宿
禰
」を
た
た
え

る
顕
彰
祭
が
、上
赤
名
会
館
で
執
り
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
顕
彰
祭
で
は
、赤
穴
八
幡
宮
の
倉
橋
英

宮
司
が
祝
詞
を
奏
上
し
た
後
、野
見
宿
禰

赤
名
相
撲
甚
句
会（
７
人
）が
相
撲
甚
句

を
奉
唱
。出
席
し
た
地
元
の
皆
さ
ん（
５

人
）と
共
に
玉
串
を
お
供
え
拝
礼
し
、野

見
宿
禰
の
功
績
を
た
た
え
ま
し
た
。

　
こ
の
日
、相
撲
甚
句
を
奉
唱
し
た
野
見

宿
禰
赤
名
相
撲
甚
句
会
は
、今
年
で
結
成

10
周
年
。10
周
年
記
念
大
会
が
、11
月
14

日（
日
）に
来
島
交
流
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ

れ
る
予
定
で
す
。

先
人
を
た
た
え
後
世
に

野
見
宿
禰
顕
彰
祭

　
町
内
の
音
楽
グ
ル
ー
プ「
あ
ん
さ
ん
ぶ
る

E
n
r
i
c
h
」に
よ
る
コ
ン
サ
ー
ト
が
来

島
交
流
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　「
赤
ち
ゃ
ん
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、年
齢

に
関
係
な
く
音
楽
を
楽
し
ん
で
ほ
し
い
」

と
の
想
い
を
持
っ
た
３
人
が
フ
ル
ー
ト
と

ピ
ア
ノ
を
演
奏
。ク
ラ
シ
ッ
ク
や
日
本
の
名

曲
の
ほ
か
、音
楽
に
合
わ
せ
た
絵
本
の
朗

読
も
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
日
参
加
し
た
の
は
約
60
人
。参
加

者
は
リ
ズ
ム
に
合
わ
せ
て
手
拍
子
を
し
た

り
、体
を
揺
ら
し
た
り
し
な
が
ら
美
し
い

音
色
を
楽
し
み
ま
し
た
。

音
楽
で
地
域
を
元
気
に

フ
ル
ー
ト
＆
ピ
ア
ノ
コ
ン
サ
ー
ト

このコンサートは「みんなの来島プロジェクト」が企画水消火器を使った消火訓練にも挑戦

張りのある唄声と「アー、ドスコイ、ドスコイ」の合いの手が響く

感染症対策を徹底しての開催（PCR検査キットの配布、２週間前からの体調管理など）

誓いの言葉を述べる森岡春太さん（令和３年度新成人） 誓いの言葉を述べる渡邊真綾さん（令和２年度新成人）

学生時代の思い出話。今だから話せる笑い話も飛び出しました オンラインで恩師からのメッセージ。サプライズで会場に駆けつける先生も

　
災
害
時
の
命
の
守
り
方
を
学
ぶ「
親
子

で
防
災
キ
ャ
ン
プ
」が
赤
名
公
民
館
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
の
は
、赤
名
小
学
校
の
児
童

と
そ
の
保
護
者
な
ど
16
人
。ダ
ン
ボ
ー
ル

箱
で
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
ス
ペ
ー
ス
を
作
り
、防

災
食
を
試
食
し
た
後
、「
東
日
本
大
震
災

か
ら
考
え
る
防
災
」と「
防
災
紙
芝
居
」を

聞
き
、防
災
ク
イ
ズ
、避
難
訓
練
に
取
り

組
み
ま
し
た
。

　
参
加
者
は「
知
っ
て
い
る
こ
と
で
も
、何

度
も
繰
り
返
し
確
認
す
る
の
が
大
切
だ

と
思
っ
た
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

「
防
災
の
日
」に
ち
な
ん
で

親
子
で
防
災
キ
ャ
ン
プ

9/4
土

飯
南
町
成
人
式
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谷
公
民
館
と（
一
社
）飯
南
町
観
光
協

会
が
企
画
し
た「
シ
ャ
ワ
ー
ク
ラ
イ
ミ
ン

グ
」が
程
原
川
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
４
人
の
小
学
生
は
、初
め
て

の
ウ
ェッ
ト
ス
ー
ツ
に
身
を
包
み
、浅
瀬
で

ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
の
安
全
性
を
確
認
し

た
後
、沢
登
り
に
挑
戦
。大
人
で
も
足
の

付
か
な
い
渕
で
、高
い
岩
の
上
か
ら
飛
び

込
ん
だ
り
、川
の
流
れ
に
身
を
任
せ
て
川

下
り
を
し
た
り
し
て
、思
い
思
い
に
楽
し

み
ま
し
た
。

　
子
ど
も
た
ち
は「
夏
休
み
で一
番
楽
し

か
っ
た
」「
中
学
生
に
な
っ
て
も
参
加
し
た

い
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

夏
休
み
で
一
番
楽
し
か
っ
た

谷
間
の
楽
校「
シ
ャ
ワ
ー
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
」
8/27
金

8/7
土

8/15
日

の
　   

み
の
　
　
す
く
　
　
ね
　
　 

け
ん
　 

し
ょ
う
　 

さ
い

あ
き
ら

の
り
　
と

エ
ン
リ
ッ
チ

今年初めての企画で、来年も開催予定

　
森
の
ホ
テ
ル
も
り
の
す
で「
映
画『
い
た

だ
き
ま
す
』の
上
映
会
＆
食
と
農
の
講
演

会
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
会
で
は「
食
育
」を
テ
ー
マ
に
し
た
映
画

が
上
映
さ
れ
た
後
、前
島
由
美
さ
ん（
出

雲
ゆ
め
の
森
こ
ど
も
園
）が
講
演
。「
日
本

人
が
古
く
か
ら
受
け
継
い
で
き
た
発
酵
食

品
を
取
り
入
れ
た
食
事
が
大
切
」と
話
し

ま
し
た
。

　
参
加
者
は「
無
農
薬
・
無
添
加
の
食
材

を
選
ぶ
な
ど
、毎
日
の
選
択
を
少
し
変
え

る
だ
け
で
、子
ど
も
の
発
達
、健
康
、地
域

社
会
、地
球
環
境
に
い
い
影
響
が
あ
る
と

学
べ
ま
し
た
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

食
と
農
で
変
わ
る
こ
れ
か
ら
の
未
来

映
画「
い
た
だ
き
ま
す
」の
上
映
＆
食
と
農
の
講
演
8/28
土

町内の有志グループ「手と手をあわせて」が主催



　飯
南
町
内
の
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
課
題

の
解
決
に
取
り
組
む「
地
域
お
こ
し
協
力

隊
」の
活
動
を
紹
介
。今
月
は
、大
し
め
な

わ
創
作
館
を
担
当
す
る
古
賀
崇
真
子
さ

ん
の
活
動
報
告
で
す
。

　
大
し
め
な
わ
創
作
館
で
勤
務
し
て
い

る
協
力
隊
の
古
賀
で
す
。飯
南
町
に
住

み
、し
め
縄
職
人
と
し
て
働
き
始
め
て
、

早
く
も
１
年
と
５
カ
月
が
過
ぎ
ま
し
た
。

　
４
月
に
は
、「
出
雲
・
石
見
地
方
の
お

正
月
飾
り
収
集
の
報
告
会
」を
開
催
し

ま
し
た
。こ
の
時
、館
内
に
展
示
し
た
県

内
各
地
の
し
め
縄
は
、今
後
も
鑑
賞
で
き

ま
す
。観
光
客
だ
け
で
な
く
、町
内
の
人

に
も
、し
め
縄
や
飯
南
町
の
し
め
縄
づ
く

り
に
興
味
を
持
っ
て
も
ら
え
た
ら
と
感
じ

て
い
ま
す
。

　
８
月
に
は
、し
め
縄
用
わ
ら
の
青
刈
り

に
参
加
し
、し
め
な
わ
館
の
皆
さ
ん
と
協

力
し
な
が
ら
、新
わ
ら
を
収
穫
し
ま
し

た
。今
年
は
雨
の
中
で
の
青
刈
り
と
な
り

ま
し
た
が
、ぬ
か
る
ん
だ
田
ん
ぼ
で
泥
だ

ら
け
に
な
り
な
が
ら
の
作
業
は
と
て
も
楽

し
く
、運
搬
車
の
運
転
な
ど
も
経
験
で
き

ま
し
た
。

　
ま
だ
ま
だ
コ
ロ
ナ
禍
で
、し
め
な
わ
館

に
た
く
さ
ん
の
人
を
呼
ぶ
こ
と
は
難
し
い

で
す
が
、「
し
め
縄
の
ま
ち
飯
南
町
」を

皆
さ
ん
に
知
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
頑
張
っ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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地
域
活
動
の
活
性
化
の
た
め
、宝
く
じ

社
会
貢
献
広
報
事
業
の
助
成
を
受
け
、４

団
体（
板
屋
谷
自
治
会
、花
栗
振
興
会
、赤

名
自
治
振
興
協
議
会
、張
戸
自
治
会
）が

エ
ア
コ
ン
を
は
じ
め
と
し
た
備
品
を
整
備
し

ま
し
た
。

　
こ
の
事
業
は
、（一財
）自
治
総
合
セ
ン

タ
ー
が
、地
域
の
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
活
動
の
充

実
・
強
化
と
地
域
社
会
の
健
全
な
発
展
、

住
民
福
祉
の
向
上
の
た
め
、宝
く
じ
の
受

託
事
業
収
入
を
財
源
と
し
て
実
施
す
る
事

業
で
す
。

　
ロ
ー
カ
ル
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
※
の
心
構

え
や
記
事
を
執
筆
す
る
た
め
の
手
法
を

学
ぶ
講
座
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
今
回
は「
地
域
で
暮
ら
し
、地
域
か
ら
発

信
す
る
」を
テ
ー
マ
に
、受
講
生
が「
自
分
が

記
事
に
し
て
地
域
の
人
に
伝
え
た
い
ニュ
ー

ス
は
何
か
」を
考
え
ま
し
た
。

　
受
講
生
か
ら
は「
い
つ
も
と
違
う
視
点

で
考
え
ら
れ
た
」「
切
り
取
り
方
で
記
事

も
変
わ
る
。と
て
も
考
え
さ
せ
ら
れ
た
」な

ど
の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
講
座
は
、次
代
を
担
う
人
づ
く
り

連
続
講
座「
共
創
デ
ザ
イ
ン
ス
タ
ジ
オ『
ヒ

ト
カ
ラ
〜
h
i
t
o
c
o
l
o
r
〜
イ
イ

ナ
ン
』」と
し
て
開
催（
全
５
回
）。

※
ロ
ー
カ
ル
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
…
地
域
で

暮
ら
し
、地
域
か
ら
発
信
す
る
人
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町
で
は
、「
寝
た
ま
ま
の
状
態
で
移
動
で

き
る
交
通
手
段
の
確
保
」を
目
的
に
、補

助
事
業
※
を
創
設
し
ま
し
た
。

　（
有
）赤
来
交
通
が
補
助
事
業
を
活
用

し
、寝
台（
ス
ト
レ
ッ
チ
ャ
ー
）付
き
の
福
祉

タ
ク
シ
ー
を
導
入
し
ま
し
た
。通
院
な
ど

に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
補
助
事
業
は「
飯
南
町
の
福
祉
向
上
に

役
立
て
て
ほ
し
い
」と
い
た
だ
い
た
寄
付

金
を
原
資
に
し
て
い
ま
す

■
問
合
せ
　
保
健
福
祉
課

　
　
７
２・１
７
７
０

寝
台
付
き
福
祉
タ
ク
シ
ー
が

導
入
さ
れ
ま
し
た

ロ
ー
カ
ル

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

養
成
講
座

宝
く
じ
は
、広
く
社
会
に

役
立
て
ら
れ
て
い
ま
す

令
和
4
年
度
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

助
成
事
業
募
集

報告会でしめ縄の魅力を語りました青刈りで運搬車を運転しました

●
基
本
運
賃
／
初
乗
り 

７
４
０
円

（
大
型：時
間
距
離
併
用
）※
利
用
内

容
は
要
相
談

●
予
約・問
合
せ

（
有
）赤
来
交
通（
24
時
間
対
応
）

　 
７
６・２
０
６
５

（
※
22
時
以
降
　
０
９
０・７
９
７
４・

６
７
１
１
）

ち
を
元
気
に
！
地
域
お
こ
し
協
力
隊

ま

ニュースの種は自分の驚きやワクワク。
 (株)MYTURNの田中理恵さんが
講師を務める

過ごしやすくなった会館で、
長生き体操（板屋谷会館）

●
募
集
事
業

①一般
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
助
成
事
業（
コ
ミ
ュニ

テ
ィ
活
動
に
必
要
な
備
品
等
）

②
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
助
成
事
業（
集

会
施
設
の
建
設
や
大
規
模
修
繕
等
）

③
地
域
防
災
組
織
育
成
助
成
事
業（
地
域

の
防
災
活
動
に
必
要
な
設
備
等
）

●
募
集
締
切
　
令
和
３
年
10
月
５
日（
火
）

※（一財
）自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
が
宝
く
じ
の

受
託
事
業
収
入
を
財
源
と
し
て
行
う
事
業

で
す
。

※
申
請
事
業
の
助
成
の
可
否
は
、（一財
）自

治
総
合
セ
ン
タ
ー
が
決
定
し
ま
す
。必
ず

採
択
さ
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
問
合
せ・申
請

①
②
の
事
業

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
　
　
７
６・２
８
６
４

③
の
事
業

　
総
務
課
　
　
７
６・２
２
１
１

災
害
義
援
金
を

い
た
だ
き
ま
し
た

令和2年度採用

総括安全衛生管理者

総付与日数

区　　分 受講者数

総取得日数 全対象職員数 平均取得日数 消化率
5,560日 1,531日 146人 10.5日 27.5％

安全衛生管理者

対象者数

安全衛生推進者

受診者数

産業医
1人 3人 5人 1人

一般行政職
医療技術職
看護・保健職
福祉職
技能労務職
合　計

定期健康診断
人間ドック（病院ドックを除く）

自治研修所派遣研修
市町村総合事務組合研修

分限処分者
懲戒処分者

4人
0人8人

2人

103人
43人

101人
43人

1週間の正規の勤務時間
1日の正規の勤務時間

開始時刻
終了時刻
休憩時間

38時間45分
7時間45分
8:30
17:15

12:00～13:00

7人
1人
1人
0人
0人
9人

6人
1人
3人
0人
1人
11人

令和2年度退職

事
行
政
の
運
営
等
の
状
況
を
公
表

人　
地
方
公
務
員
法
、飯
南
町
人
事
行
政

の
運
営
等
の
状
況
の
公
表
に
関
す
る
条
例

に
基
づ
き
、令
和
2
年
度
の
人
事
行
政
の

運
営
な
ど
の
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
な
お
、給
与・職
員
数
な
ど
の
状
況
は
、

広
報
３
月
号
で
公
表
し
て
い
ま
す
。

職員の任免に関する状況

職員の福祉及び利益の保護の状況　（１）安全衛生管理体制

職員の福祉及び利益の保護の状況　（２）職員の健康診断の状況

職員の服務の状況　年次有給休暇の取得状況（令和2年1月1日～令和2年12月31日）

職員の勤務時間その他の勤務条件の状況

職員の研修の状況 職員の分限及び懲戒処分の状況

す
ま
こ

・
連
合
島
根
出
雲
・
雲
南
地
域
協
議
会
雲

南
地
区
会
議

・特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
愛
寿
園
職
員
一
同

寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た

町
内
の
音
楽
グ
ル
ー
プ「
あ
ん
さ
ん
ぶ
る

E
n
r
i
c
h
」か
ら
寄
付
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

エ
ン
リ
ッ
チ



●花栗振興会
　日本全国どこでも、いつ災害が起こるか分からない状況下

で、花栗振興会は地区の「防災計画」を以前より策定。国から

出される避難指示情報の内容が変わったこともあり、今年度

に防災計画の見直しを予定されています。また、避難情報の

ポスターを作成し、地区の全世帯へ配布される予定です。

●宮の前邸活用
　頓原地区の有志の皆さんが定期的に話し合われ、由来八

幡宮の下にある古民家（築130年超）の活用を検討されて

います。いろいろな世代の皆さんが自由に活用できる場所

になりそうです。古民家のある地域の皆さんの賛同も得な

がら、地域から愛され続けられる場所になれば嬉しいです。

頓原地区集落支援員の那須です。

住みよいまちへ

町内 5地区で活動する、地域
とともに歩む「集落支援員」
の活動を紹介します。

　皆さんは「適塩」という言葉ご存知ですか？「減塩」は、塩分を控えることですが、「適

塩」は、自分の体に適した量の塩を取ることです。重大な病気をまねく原因にもなる塩

分。減らすだけでなく、おいしく簡単に適量の塩分を取ることを心がけてみてください。

11 10

まち のお も ち ゃ 箱

ま ち のお も ち ゃ 箱

「減塩」と「適塩」で塩分を控えよう

ダルマーズたなばたコンサート

健康講座とフォトセラピー

　
8
月
の
１
カ
月
間
、
飯
南
病
院
で
研
修

さ
せ
て
い
た
だ
い
た
島
根
大
学
付
属
病

院
研
修
医
の
宮
島
伸
枝
と
申
し
ま
す
。
病

院
で
お
会
い
し
た
皆
さ
ん
、
覚
え
て
お
い

で
で
し
ょ
う
か
？

　
私
は
県
西
部
の
津
和
野
町
出
身
な
の
で

す
が
、
飯
南
町
の
豊
か
な
自
然
に
あ
ふ
れ

た
景
色
が
地
元
に
よ
く
似
て
い
る
こ
と

に
懐
か
し
さ
を
覚
え
な
が
ら
１
カ
月
を

過
ご
し
ま
し
た
。
研
修
開
始
か
ら
約
１
週

間
は
、
慣
れ
な
い
環
境
と
事
務
作
業
に
戸

惑
う
日
々
で
し
た
が
、
飯
南
病
院
を
は
じ

め
と
す
る
皆
さ
ん
に
優
し
く
手
を
引
い

て
い
た
だ
き
、
大
変
充
実
し
た
１
カ
月
を

送
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　
さ
て
、
研
修
に
あ
た
り
「何
か
健
康
コ
ラ

ム
を
」
と
依
頼
さ
れ
、
何
を
書
こ
う
か

迷
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
せ
っ
か
く
な
の

で
こ
の
１
カ
月
に
外
来
で
よ
く
見
か
け

た
帯
状
疱
疹
、
い
わ
ゆ
る
「ど
う
ま
き
」の

こ
と
を
少
し
書
か
せ
て
い
た
だ
こ
う
と

思
い
ま
す
。

　
帯
状
疱
疹
と
は
、
水
痘
帯
状
疱
疹
ウ
イ

ル
ス
に
よ
る
感
染
症
の
一
つ
で
、
お
腹
や

背
中
、
時
に
は
顔
や
頭
に
痛
み
を
伴
う
湿

疹
が
出
現
し
ま
す
。
ウ
イ
ル
ス
の
名
前
に

あ
る
「
水
痘
」
と
は
「
水
ぼ
う
そ
う
」
の
こ

と
で
、
子
ど
も
の
こ
ろ
に
感
染
し
た
水
ぼ

う
そ
う
の
ウ
イ
ル
ス
が
神
経
の
奥
深
く

に
潜
み
続
け
、
体
が
弱
っ
た
瞬
間
に
、
再

度
活
性
化
し
て
し
ま
う
の
が
原
因
で
す
。

80
歳
ま
で
に
3
人
の
う
ち
１
人
は
発
症

す
る
と
言
わ
れ
て
お
り
、
流
行
時
期
は

夏
、
特
に
８
月
に
多
い
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
一
般
的
に
は
、
抗
ウ
イ
ル
ス
薬
の
内

服
で
治
療
し
ま
す
が
、
湿
疹
が
出
て
時
間

が
経
っ
て
し
ま
う
と
、
薬
が
効
か
な
く

な
っ
て
し
ま
う
た
め
、
早
め
の
受
診
が
お

す
す
め
で
す
。

　
し
か
し
帯
状
疱
疹
で
困
る
の
は
、
湿
疹

が
治
っ
た
と
し
て
も
、
約
20
％
の
人
は
痛

み
が
残
り
続
け
て
し
ま
う
こ
と
で
す
。
こ

れ
は
ウ
イ
ル
ス
が
神
経
を
直
接
傷
つ
け

て
し
ま
う
の
が
原
因
で
、
「
帯
状
疱
疹
後

疼
痛
」
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
ひ
ど
い
人

だ
と
、
服
が
擦
れ
た
だ
け
で
激
痛
が
走
っ

て
し
ま
う
「ア
ロ
デ
ィ
ニ
ア
」と
い
う
症
状

が
出
て
し
ま
い
ま
す
。

　
そ
ん
な
帯
状
疱
疹
で
す
が
、
実
は
日
本

で
も
50
歳
以
上
で
あ
れ
ば
平
成
28
年
か

ら
ワ
ク
チ
ン
が
打
て
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
ワ
ク
チ
ン
の
種
類
に
も
よ
り
ま
す

が
、
良
い
も
の
で
は
97
％
の
予
防
効
果
が

10
年
ほ
ど
は
続
く
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

自
費
診
療
の
た
め
値
段
は
少
々
高
め
で

す
が
、
興
味
の
あ
る
方
は
検
討
し
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
？

「減塩」に向けてできること

「適塩」に向けて個人できること

「
ど
う
ま
き
」の

話
し

●飯南病院   　72-0221　●来島診療所   　76-2309　●保健福祉センター   　72-1770
防護柵の点検を今一度！

こんにちは

中山間地域
研究

センターで
す。

●中山間地域研究センター
　　0854-76-2025
　https://www.pref.shimane.lg.jp/chusankan/

　稲穂も次第にこうべを垂れて、実りの秋となりました。

　島根県の野生鳥獣による農林作物被害金額は、イノシシによる被

害が最も大きく、全体の約９割を占め、その大部分が水稲の被害で

す。水稲をイノシシから守るために、多くの人がさまざまな被害対策

をしています。特に、電気柵やワイヤーメッシュ柵などの防護柵を設

置している水田をよく見かけます。しかし、防護柵を設置しただけ

で、安心してはいけません。必ず維持管理（点検・修繕）が必要です。

次の表を参考に、今一度点検をしてみてください。

【電気柵】

チェックリスト 注意点 チェック

電圧が4,000V以上で通電しているか①
下草が伸びて電線に接触していないか

（漏電すると電圧が落ちる）

電線は地際から20ｃｍ間隔になっているか② 電線が地面の凹凸に対応できているか

通電性の悪いアスファルトなどの上に

設置していないか
④

イノシシの前足が入る50cm以上は

通電しやすい地面にする

③ 電線がイノシシ侵入側に張られているか碍子の向きがイノシシの侵入方向に向いているか
がい　　し

【ワイヤーメッシュ柵】

チェックリスト 注意点 チェック

柵が雪害や倒木などによって破損、

隙間が空いていないか
①

柵と支柱の結束はしっかりできているか② 隙間になっていないか

③ 出入口の戸締まりはできているか

クズが巻き付き漏電し、防止効果が下がった電気柵イノシシ用電気柵の設置間隔 倒木によって破損したワイヤーメッシュ柵

頓原地区の活動紹介

　今年の２月から月２回、コロナ対策をしながら「とんばらサロン“だ

んだん”」を開催しています。毎回ゲストやボランティアの皆さんに

協力いただき、参加した皆さんと一緒にゲームや音楽鑑賞などを楽

しむ企画です。今後も皆さんの希望を取り入れながら、老若男女誰

でも参加できるよう運営していきますので、ぜひご参加ください。

た
い
じ
ょ
う
ほ
う
し
ん

す
い
と
う

ご

と
う  

つ
う

島根大学付属病院
研修医2年　宮島伸枝

★ラーメンやうどんなどのスープを

　 半分残す

スープを半分以上残すという習慣が

身につけば、「約1/3～半分」の塩分を

減らせます。

★1日の食事で、野菜を1皿増やす

★ゆっくり、よくかみ、素材の味を味わって食べる

★しょうゆは「かける」より「つける」

刺身や冷ややっこなどに上から醤油をかけると、かけすぎてしま

うことも少なくありません。かける場合は「スプレー式醤油さし」が

おすすめ。つける時は、「ちょんちょん」を心がけてください。

〈ラーメンの場合〉

全部飲むと塩分7～8ｇ 半分残すと塩分５～６ｇ 味見だけだと塩分3ｇ

※７月からの事業所健診の際、食生活改善推進員が行ったアンケートで、

　522人中142人が「スープを全部飲む」と回答（8月4日現在）。

事業所健診でのアンケートの様子。
引き続き、健診時のアンケートに協力をお願いします。



日本郵便（株）　来島郵便局・頓原郵便局　76-2300

郵便等集配業務
原付、自動二輪、普通自動車運転免許 2名フル

飯南町地域づくり協働組合　72-0097

農業・製造業・サービス業
65歳以下、普通自動車運転免許 2人フル

飯石森林組合（赤来製材工場）　62-1520

製材品等積載配達（正社員以外）
トラッククレーン運転 １人フル

（株）ジュンテンドー 飯南店　76-9137

販売（15：00～19：10）
高卒以上 1人パート

エムズ環境　72-1212

各種配管工事作業
普通自動車運転免許 2人フル

（株）安部　56-0422

土木作業員(国道54号、尾道松江線の頓原、吉田方面)
69歳以下、普通自動車運転免許（ＡＴ限定不可） 2人フル

放課後子ども教室　76-3944

放課後、保護者のお迎えを待つ児童の見守り
頓原拠点複合施設、赤名小学校、来島小学校のいずれか 1人パート

飯南町学校給食会　76-3944

学校給食の調理等（8：15～12：30）
飲食業での調理経験者大歓迎 1人パート

(有)頓原ランドリー　72-0036

衣類クリーニングの仕上げ・受付 1人パート

松江石油(株)　0852-23-1881

販売・技術職 1人パート

（福）友愛会　72-0214

介護職員
59歳以下、未経験者歓迎

看護職員
看護師か准看護師、普通自動車運転免許

3人フル

ケアマネージャー
介護支援専門員、普通自動車運転免許 1人フル

1人フル

飯南町立飯南病院　72-0221

臨床検査技師
35歳以下、臨床検査技師 1人フル

薬剤師
35歳以下、薬剤師 1人フル

（有）いおり（庵）　73-0362

介護主任職
64歳以下、介護福祉士、普通自動車運転免許(AT限定不可 ) 1人フル

介護職員
普通自動車運転免許 1人パート

(株)いいなん　72-1080

バイオマス製造機の製造農作物栽培作業
普通自動車運転免許(AT限定不可) 1人フル

バイオマス製造機の製造農作物栽培作業
普通自動車運転免許(AT限定不可) 1人パート

(株)飯南トータルサポート　76-9070

調理人
64歳以下、普通自動車運転免許（ＡＴ限定可) 1人フル

営業企画・広報・施設運営管理スタッフ
64歳以下、普通自動車運転免許 1人フル

（有）いおり（ブナの木）　73-0362

介護主任職
64歳以下、介護福祉士、普通自動車運転免許(AT限定不可 ) 1人フル

介護職員
普通自動車運転免許 1人パート

（有）直方メディカルサービス(こぶし薬局）　72-0281

事務
30歳以下、自動車運転免許 1人フル

薬剤師
薬剤師 1人フル

1213

求 人

情 報

●
対
象
　
令
和
３
年
度
に
中
学
校
、高
校

　
等
を
卒
業
見
込
み
の
人

●
訓
練
科

　・自
動
車
整
備
科（
期
間
２
年・高
卒
見
込
み
の
人
）

　・溶
接
加
工
科（
期
間
１
年
）

　・建
築
科（
期
間
１
年
）

　・介
護
サ
ー
ビ
ス
科（
期
間
６
カ
月
）

　
※
い
つ
で
も
見
学
可（
要
事
前
連
絡
）

●
試
験
日
　
11
月
16
日（
火
）

●
試
験
内
容
　
数
学・国
語・面
接

●
結
果
発
表
日
　
11
月
26
日（
金
）

●
応
募
期
間

　
９
月
22
日（
水
）〜
10
月
29
日（
金
）

■
問
合
せ
　
三
次
高
等
技
術
専
門
校
　

　
０
８
２
４・６
２・３
４
３
９

三
次
高
等
技
術
専
門
校

令
和
４
年
４
月
入
校
生
募
集

　
近
年
、野
良
猫
の
数
が
増
え
、野
良
猫

に
よ
る
ふ
ん
尿
被
害
な
ど
が
問
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。次
の
こ
と
に
気
を
付
け
て
く

だ
さ
い
。

●
軽
い
気
持
ち
で
え
さ
を
与
え
な
い

　
野
良
猫
に
え
さ
を
与
え
る
と
、さ
ま
ざ

ま
な
場
所
か
ら
猫
が
集
ま
り
、繁
殖
し
、

い
つ
の
間
に
か
数
が
増
え
て
し
ま
い
ま
す
。

「
可
哀
想
だ
か
ら
」と
い
う
気
持
ち
だ
け

で
野
良
猫
に
え
さ
を
与
え
な
い
こ
と
が
大

切
で
す
。

●
屋
外
に
出
る
猫
に
は
避
妊
去
勢
手
術
を

　
飼
い
猫
が
自
由
に
屋
外
に
出
る
と
、気

付
か
な
い
う
ち
に
妊
娠
を
し
て
し
ま
う
こ

と
が
あ
り
ま
す
。ま
た
手
術
で
、発
情
期

の
鳴
き
声
の
抑
制
や
、精
巣
や
子
宮
の
病

気
の
予
防
に
つ
な
が
り
ま
す
。

■
問
合
せ

・住
民
課
　
　
７
６・２
２
１
３

・雲
南
保
健
所
衛
生
指
導
課

　
０
８
５
４・４
２・９
６
４
５

猫
と
の
付
き
合
い
方

企
業
・事
業
所
の
皆
さ
ん
へ

中
小
企
業
退
職
金
制
度

●
対
象
　
高
校
、短
大
、大
学
、専
修
学

　
校
、各
種
学
校
や
外
国
の
高
校
等
に
、

　
入
学・在
学
す
る
子
ど
も
が
い
る
家
庭

●
融
資
額
　
上
限
３
５
０
万
円

　（
子
ど
も
1
人
当
た
り
）

●
金
利
　
年
１・66
％

※
母
子（
父
子
）家
庭
な
ど
は
、年
１・26
％

　（
令
和
３
年
８
月
２
日
現
在
）

●
返
済
期
間
　
15
年
以
内

※
母
子（
父
子
）家
庭
な
ど
は
、18
年
以
内

■
問
合
せ

教
育
ロ
ー
ン
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

　
０
５
７
０・０
０
８
６
５
６（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

　
０
３・５
３
２
１・８
６
５
６

国
の
教
育
ロ
ー
ン

●
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ

　
５
億
円（
１
等
３
億
円
、前
後
賞
各
１
億
円
）

●
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
ジ
ャ
ン
ボ
ミ
ニ

　
５
千
万
円（
１
等
３
千
万
円
、前
後
賞
各
１
千

万
円
）

●
料
金
　
各
１
枚
３
０
０
円

●
発
売
期
間

　
９
月
22
日（
水
）〜
10
月
22
日（
金
）

　
こ
の
宝
く
じ
の
収
益
金
は
、市
町
村
の

明
る
い
ま
ち
づ
く
り
や
環
境
対
策
、高
齢

化
対
策
な
ど
、地
域
住
民
の
福
祉
向
上
の

た
め
に
使
わ
れ
ま
す
。お
買
い
求
め
は
、お

近
く
の
販
売
所
で
。

ハ
ロ
ウ
ィ
ン
ジ
ャ
ン
ボ

宝
く
じ
発
売

●
日
時
　
10
月
31
日（
日
）10
時
〜
15
時

●
会
場
　
く
に
び
き
メ
ッ
セ

　（
松
江
市
学
園
南
１‐２‐１
）

●
内
容
　「
パ
ワ
ハ
ラ
」「
突
然
の
解
雇
」

　「
残
業
代
の
未
払
い
」な
ど
、職
場
ト
ラ

　
ブ
ル
の
相
談

　
※
労
働
者
、事
業
主
い
ず
れ
も
可
。事

　
　
前
予
約
者
優
先（
当
日
の
受
付
も
可
）

●
料
金
　
無
料

●
そ
の
他
　
マ
ス
ク
を
着
け
て
お
越
し
く

　
だ
さ
い
。状
況
に
よ
り
開
催
を
取
り
止

　
め
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。ホ
ー
ム
ペ
ー

　
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
　
島
根
県
労
働
委
員
会

　
０
８
５
２・２
２・５
４
５
０

労
働
相
談
会

　
農
業
者
年
金
は
、農
業
者
の
老
後
の
生

活
の
安
定
な
ど
を
目
的
と
し
た
、農
業
者

だ
け
が
加
入
で
き
る
、積
立
方
式
の「
農

業
者
の
た
め
の
年
金
」で
す
。

●
加
入
要
件
　

　・年
間
60
日
以
上
農
業
に
従
事

　・国
民
年
金
の
第
１
号
被
保
険
者

　・60
歳
未
満
の
人

　
農
業
経
営
者
を
は
じ
め
、自
分
名
義
の

農
地
を
所
有
し
て
い
な
い
農
業
者
や
、配

偶
者
、後
継
者
な
ど
家
族
農
業
従
事
者

も
加
入
で
き
ま
す
。

■
問
合
せ
　
農
業
委
員
会
事
務
局

　
７
６・２
２
１
４

「農
業
者
年
金
」加
入
者
募
集

飯南町無料職業紹介所   　 76-2864
（役場まちづくり推進課内）

　直近１カ月に受け付けた求人を紹介しま
す。詳しい内容を知りたい方、このほかの求人
情報をご覧になりたい方は、お問い合わせく
ださい。求人情報の閲覧のみも可能です。

※表示のない市外局番は「0854」です

建
設
業
者
・建
設
現
場
で
働
く
皆
さ
ん
へ

建
設
業
退
職
金
共
済
制
度

毎年９月20～26日は動物愛護週間です

　
中
小
企
業
退
職
金
制
度
は
、国
が
サ
ポ

ー
ト
す
る
中
小
企
業
の
た
め
の
退
職
金

制
度
で
す
。

・安
全
…
国
の
制
度
な
の
で
安
心
で
す

　
　
　 

（
掛
金
の一部
を
国
が
助
成
）

・有
利
…
掛
金
は
全
額
非
課
税
で
す

　
　
　 

（
手
数
料
な
し
）

・簡
単
…
社
外
積
立
で
管
理
が
簡
単
で
す

　
　
　 

（
退
職
金
試
算
額
な
ど
も
お
知
ら
せ
）

■
問
合
せ
　（
独
）勤
労
者
退
職
金
共
済

機
構
中
小
企
業
退
職
金
共
済
事
業
本
部

　
０
３・６
９
０
７・１
２
３
４

　
建
設
業
退
職
金
共
済
制
度
は
、中
小

企
業
退
職
金
共
済
法
に
基
づ
き
建
設
現

場
労
働
者
の
福
祉
の
増
進
と
建
設
業
を

営
む
中
小
企
業
の
振
興
を
目
的
に
設
立

さ
れ
た
退
職
金
制
度
で
す
。

●
対
象
　
建
設
業
を
営
む
人
、建
設
業
の

　
現
場
で
働
く
人

●
掛
金
　
日
額
３
１
０
円

　（
令
和
３
年
10
月
か
ら
日
額
３
２
０
円
）

●
特
徴

　・経
営
事
項
審
査
で
加
点
評
価
の
対
象

　・掛
金
の
一
部
を
国
が
助
成

　・法
人
は
損
金
、個
人
は
必
要
経
費
で

　
の
取
り
扱
い（
掛
金
は
事
業
主
負
担
）。

　
税
法
上
全
額
非
課
税

　・事
業
主
が
変
わ
っ
て
も
退
職
金
は
企

　
業
間
を
通
算
し
て
計
算

■
問
合
せ
　（
独
）勤
労
者
退
職
金
共
済

機
構
建
設
業
退
職
金
共
済
事
業
本
部
　

　
０
３・６
７
３
１・２
８
６
７



図書館探検
楽し

さいっぱい!

飯南町立図書館

●
歴
史
講
座「
飯
南
町
の
山
城
と
尼

子
・
毛
利
の
攻
防
」

講
師
　
島
根
県
立
八
雲
立
つ
風
土
記

　
　
　
の
丘
副
所
長
　
高
屋
茂
男
さ
ん

日
時
　
9
月
29
日（
水
）

　
　
　
14
時
〜
15
時
30
分

会
場
　
来
島
交
流
セ
ン
タ
ー

　
　
　
大
ホ
ー
ル

申
込
期
限
　
9
月
26
日（
日
）

●
ス
ト
ー
リ
ー
テ
リ
ン
グ

日
時
　
10
月
17
日（
日
）

　
　
　
10
時
〜
・
11
時
〜

●
十
三
夜
の「
夜
と
し
ょ
」

日
時
　
10
月
18
日（
月
）20
時
ま
で

●
趣
味
講
座「
は
じ
め
て
の
写
真
教

室
〜
フ
ァ
イ
ン
ダ
ー
で
切
り
撮
る
わ

た
し
の
世
界
〜
」

講
師
　
元
町
広
報
誌
制
作
担
当
者

日
時
　
10
月
18
日（
月
）

　
　
　
18
時
30
分
〜
20
時

会
場
　
来
島
交
流
セ
ン
タ
ー

　
　
　
多
目
的
ル
ー
ム

参
加
費
　
無
料

●
読
書
週
間
企
画「
図
書
館
川
柳
」

　
秋
の
読
書
週
間
に
あ
わ
せ
て
、図

書
館
・
本
・
読
書
に
関
す
る
川
柳
を
募

集
し
ま
す
。

応
募
資
格
　
町
内
に
住
ん
で
い
る

人
、町
内
で
働
い
て
い
る
人（
子
ど
も

も
大
人
も
可
）

応
募
方
法
　
専
用
の
応
募
用
紙（
中

央
・
頓
原
に
設
置
）に
必
要
事
項
を
記

入
の
上
、館
内
の
応
募
箱
に
入
れ
て

く
だ
さ
い
。※
一
人
１
作
品

応
募
締
切
　
10
月
22
日（
金
）ま
で

中央図書館　76-2160

頓原図書館　72-0301

　
８
月
31
日
、頓
原
中
学
校
で
開
催
さ

れ
た「
少
年
の
主
張 

飯
石
郡
大
会
」。

頓
原
中
学
校
と
赤
来
中
学
校
か
ら
６
人

が
出
場
し
ま
し
た
。

　
最
優
秀
賞
に
輝
い
た
の
は
頓
原
中
学

校
２
年
、岡
野
菫
さ
ん
で
す
。演
題
は

「
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
変
換
」。岡
野
さ
ん
は

「
自
分
が
ど
ん
な
人
間
な
の
か
考
え
て

い
た
時
、弱
み
に
ば
か
り
目
が
い
く
自

分
に
気
が
付
き
ま
し
た
。で
も
同
時
に
、

弱
み
は
強
み
に
置
き
換
え
ら
れ
る
こ
と

を
学
び
ま
し
た
。あ
な
た
は
ど
ん
な
人

で
す
か
？
」と
語
り
か
け
ま
し
た
。

 「家族でつくる人権標語」優秀作品から
今月の人権標語

頓原中1年　原　　菜月さん
　家族名　原　　美佳さん

認め合う
　　ひとりひとりの
　　　　　　いいところ

　標語に込められた思いを町民みん
なで意識し、差別や偏見のない明るい
まちづくりをめざしましょう。

な  つき

み　 か

森林セラピー
通 信森の

　たより
森の
　たより

ぬくもり
情報局

1415

　ハ
ン
モ
ッ
ク
で
ゆ
〜
ら
ゆ
ら

　
飯
南
町
の
森
林
セ
ラ
ピ
ー
で
最
も
人
気
な

の
は
ハ
ン
モ
ッ
ク
で
す
。晴
れ
た
日
に
は
、杉
林

の
中
に
青
や
緑
の
ハ
ン
モ
ッ
ク
を
つ
る
し
て
休

ん
で
い
た
だ
き
ま
す
。大
人
２
人（
１
２
０
kg
）

が
乗
っ
て
も
ビ
ク
と
も
し
な
い
ぐ
ら
い
頑
丈
で

す
し
、毎
回
安
全
チ
ェッ
ク
を
行
って
い
る
の
で

安
心
し
て
く
だ
さ
い
。

　
他
の
森
林
セ
ラ
ピ
ー
基
地
で
も
ハ
ン
モ
ッ
ク

は
あ
り
ま
す
が
、自
立
式
だ
っ
た
り
、メ
ッ
シ
ュ

素
材
の
も
の
だ
っ
た
り
と
さ
ま
ざ
ま
で
す
。飯

南
町
の
ハ
ン
モ
ッ
ク
の
特
徴
は
、布
タ
イ
プ
で
か

な
り
大
き
め
の
サ
イ
ズ
。標
高
が
高
く
、思
い

の
外
涼
し
く
な
る
こ
と
も
多
い
飯
南
の
森
で

は
、布
タ
イ
プ
が
活
躍
し
ま
す
。肌
寒
い
時
は
、

ミ
ノ
ム
シ
の
よ
う
に
丸
ま
れ
ば
い
い
の
で
す
。セ

ラ
ピ
ー
中
に
、も
ぞ
も
ぞ
し
て
い
る
ハ
ン
モ
ッ
ク

を
の
ぞ
い
て
み
る
と
、子
ど
も
た
ち
が
２
〜
３

人
入
って
い
る
な
ん
て
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

 

そ
ん
な
ハ
ン
モ
ッ
ク
に
は
、さ
ま
ざ
ま
な
効
果

が
期
待
で
き
る
そ
う
で
す
。

・腰
痛
や
身
体
の
痛
み
、疲
れ
の
軽
減

・足
の
む
く
み
な
ど
の
緩
和

・不
眠
症
や
ス
ト
レ
ス
の
解
消

　
ま
た
最
近
は
、通
常
の
ベッ
ド
に
比
べ
、ハ
ン

モ
ッ
ク
の
方
が「
早
く
眠
り
に
落
ち
、眠
り
も

深
く
な
る
」と
い
う
研
究
結
果
も
出
て
い
る
そ

う
で
す
。短
時
間
で
質
の
良
い
睡
眠
に
ハ
ン

モ
ッ
ク
を
取
り
入
れ
て
み
て
は
？

ク
ロ
モ
ジ
チ
ッ
プ
ス

　
道
の
駅
と
ん
ば
ら「
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
や
ま
な

み
」で
、ク
ロ
モ
ジ
チ
ッ
プ
ス
が
発
売
中
。

　
町
内
に
自
生
す
る
ク
ロ
モ
ジ
の
葉
を
粉
砕

し
、ま
ぶ
し
て
あ
り
ま
す
。ク
ロ
モ
ジ
の
爽
や
か

な
香
り
が
ほ
の
か
に
感
じ
ら
れ
る一品
で
す
。

（
購
入
の
際
は
要
事
前
注
文
）

■
問
合
せ
／
道
の
駅
と
ん
ば
ら

　
７
２・１
１
１
１（
木
曜
定
休
日
）

門
所
　
詠
子

烏
田
　
勝
信

星
野
　
敦
子

本
間
　
麗
子

澤
田
久
美
子

吉
川
　
暎
子

清
原
　
豊
明

澤
田
　
勝
登

石
田
フ
ク
エ

短

　歌

　
　赤
名
短
歌
会  

八
月
例
会
詠
草

手
放
し
で
は
し
ゃ
げ
ぬ
五
輪
コロ
ナ
禍
で
金
じ
ゃ
な
く
て
も
心
打
た
れ
し
！

愛
犬
と
ス
ズ
を
お
供
に
駆
け
抜
け
る
森
の
木
立
に
蝉
し
ぐ
れ
舞
ふ

完
熟
を
待
た
ず
に
ス
イ
カ
は
幼
子
の
両
手
に
抱
か
れ
て
無
事
流
し
ま
で

二
回
目
の
コロ
ナ
接
種
を
無
事
終
え
て
家
路
を
辿
る
足
ど
り
軽
し

時
に
風
、時
に
光
を
捌
き
つつ
わ
が
目
の
前
を
鬼
や
ん
ま
過
ぐ

山
里
を
茜
の
色
に
染
め
尽
く
し
暮
れ
ゆ
く
ひ
と
日
を
何
と
つ
づ
ら
む

迷
い
の
世
か
き
け
す
よ
う
に
蝉
な
き
て
命
日
近
か
し
父
ま
た
遇
い
ま
し
ょ
う

従
兄
弟
か
ら
も
らった
記
念
樹
ぶ
ど
う
苗
鹿
田
師
教
わ
り
ピ
オ
ー
ネ
み
の
る

四
方
青
き
稲
田
の
畔
に
降
り
佇
ち
て
大
き
白
鷺
ひ
か
り
と
な
れ
り

俳

　句

　琴
峯
華
句
会  

八
月
の
作
品
か
ら

内
外
に
別
れ
て
磨
く
窓
の
秋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
安
部
　
豊
枝

こ
の
場
所
は
母
の
定
位
置
夕
端
居

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
田
シ
ヅ
カ

は
な
れ
住
む
子
を
想
ひ
つ
つ
盆
の
庭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
垣
内
　
良
野

亡
き
父
は
何
も
語
ら
ず
終
戦
忌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
々
木
康
子

花
に
水
や
れ
ば
寄
り
来
る
夏
茜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
部
智
津
子

夏
草
の
伸
び
る
ス
ピ
ー
ド
金
メ
ダ
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
土
池
　
博
子

草
刈
り
て
草
積
み
て
地
に
還
し
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
杤
木
　
豊
子

銀
山
の
パ
ン
屋
へ
の
道
合
歓
の
花

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
嶋
　
敏
江

干
梅
を
照
ら
し
て
母
の
如
き
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
碕
智
恵
美

道
ゆ
ず
り
あ
ふ
鈴
と
鈴
な
な
か
ま
ど

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
嶋
　
昭
男

（
谷
）

（
上
赤
名
）

（
下
赤
名
）

（
下
赤
名
）

（
町
区
）

（
敷
波
）

お
名
前

親
族

地
区

（98）（92）（69）（96）（88）（99）
優昌

　
司

田
村
宏
幸

政
弘

与
倉
伸
二

朝
子

岡
　
ス
ミ
子 

様

藤
原
　
猛
秀 

様

宇
山
　
和
孝 

様

田
部
ヨ
シ
エ 

様

與
倉
　
照
子 

様

木
村
　
武
子 

様

　
　
　
　
　
　

 

8
月
届
出
分

井
上
　
暖
乃
夏 

ち
ゃ
ん

　
　
　
　
　
　

 

8
月
届
出
分

雄
　
太（
下
赤
名
）

新
生
児

届
出
人

地
区

さ
ば

く
ろ

す
み
れ

の
　  

の
　  

か



し尿汲取り日

ごみ収集日

［いいしクリーンセンター］　 72-9217
［クリーン㈱］　 72-1401（頓原地域）
［クリーン㈱］　 76-2441（赤来地域）

決められた日時を
必ずお守りください。

スマホで
広報紙を
読んでみ
ませんか

収集地区 収集日 収集日 収集日

金属類・灰類
くつ類・プラスチック類

陶器・ガラス類
くつ類・プラスチック類

25日（月）
27日（水）
26日（火）
18日（月）
20日（水）
19日（火）

11日（月）
13日（水）
12日（火）
4日（月）
6日（水）
5日（火）

20日（水）

27日（水）

頓 原 連 担 地
八 神 連 担 地
頓原・八神連担地以外
赤 名 連 担 地
来 島 連 担 地
赤名・来島連担地以外

町の人口　4,683人（前月比ー9人）  男性2,197人  女性2,486人  世帯数2,058戸　R3.9.1 現在

　
今
年
７
月
、日
本
郵
政（
株
）に
、グ
ル
ー

プ
各
社
の
若
手
社
員
が
中
心
に
集
ま
る
部

署
が
誕
生
し
ま
し
た
。そ
の
名
も「
Ｊ
Ｐ
未

来
戦
略
ラ
ボ
」。そ
の
舵
取
り
役
を
任
さ
れ

た
の
が
、安
部
耕
太
さ
ん（
36
歳
・
東
京
都

在
住
）で
す
。

　「
お
客
さ
ま
に
よ
り
よ
い
サ
ー
ビ
ス
を

お
届
け
す
る
た
め
に
、私
た
ち
に
求
め
ら

れ
る
の
は
、『
既
存
の
枠
組
み
に
と
ら
わ
れ

な
い
発
想
』で
す
」と
安
部
さ
ん
。「
新
た
な

発
想
を
生
む
鍵
」を
見
つ
け
た
の
は
、海
外

勤
務
時
代
で
し
た
。

　
安
部
さ
ん
は
、平
成
27
年
10
月
か
ら
昨

年
３
月
ま
で
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
子
会
社

で
勤
務
。タ
ン
ク
ロ
ー
リ
ー
輸
送
の
レ
ー
ト

分
析
、食
肉
や
自
動
車
部
品
輸
送
な
ど
に
携

わ
り
ま
し
た
。

　
そ
ん
な
中
で
、日
本
と
違
う
仕
事
の
仕

方
や
物
事
の
考
え
方
に
直
面
。多
様
な
価

値
観
を
持
っ
た
人
た
ち
と
の
ビ
ジ
ネ
ス
経

験
が
、安
部
さ
ん
の
考
え
方
を
大
き
く
変

え
た
と
言
い
ま
す
。

　「
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
移
民
の
多
い
多

文
化
社
会
で
す
。多
様
な
価
値
観
の
中
で
、

み
ん
な
の『
今
ま
で
な
か
っ
た
け
ど
、あ
っ

た
ら
い
い
よ
ね
』を
叶
え
る
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
す
る
こ
と
が
必
要
で
し
た
」と
安
部

さ
ん
。文
化
の
壁
す
ら
超
え
て
、求
め
ら
れ

る
も
の
を
考
え
る
。こ
れ
が「
新
た
な
発
想

を
生
む
鍵
」だ
っ
た
の
で
す
。

　
安
部
さ
ん
は
、「
人
口
減
少
で
、地
域
の

サ
ー
ビ
ス
の
担
い
手
が
少
な
く
な
る
中
、

郵
便
局
に
で
き
る
新
し
い
サ
ー
ビ
ス
を
創

造
し
て
い
き
た
い
。個
人
的
に
も
、飯
南
町

と
一
緒
に
な
っ
て
ま
ち
を
盛
り
上
げ
て
い

き
た
い
」と
話
し
ま
す
。

　
人
と
地
域
を
支
え
る「
Ｊ
Ｐ
未
来
戦
略

ラ
ボ
」と
安
部
さ
ん
の
挑
戦
は
始
ま
っ
た

ば
か
り
で
す
。

「
今
ま
で
な
か
っ
た
け
ど
、

あ
っ
た
ら
い
い
よ
ね
」を

カ
タ
チ
に

安部 耕太

汲取り地区

頓原・志々
赤　名
来　島

汲取り日

　7日（木）
20日（水）
12日（火）

8日（金）
22日（金）
14日（木）

資源物
2021.9 N

o.201  令
和
3年
9月
17日

　
発
行
／
飯
南
町
　
編
集
／
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
　
〒
690-3513  島

根
県
飯
石
郡
飯
南
町
下
赤
名
880　

電
話（
0854）76-2864  FAX（

0854）76-3943　
https://w

w
w
.iinan.jp/

広
報

教育 健康・保健 文化・体育 その他

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

ほっと。Café（保健福祉センター）
（ベビーマッサージ）10：00～11：30

授業公開日（来島小）

赤来中カルチャーフェスタ

授業公開日(頓原小･志々小)

銀山街道ウォーキング9：00～12：00

はぴこ無料結婚相談会（役場本庁舎）
18：00～※予約制

頓原公民館まつり
ストーリーテリング（中央図書館）10：00～、11：00～
趣味講座（来島交流センター）18：30～20：00
十三夜の夜としょ（中央図書館）～20：00

乳児健診（保健福祉センター）
雲南市・飯南町新人体育大会（頓原中・赤来中）〈～8日、予備日9日〉
授業公開日・PTA研修会（赤名小）

ほっと。Café（来島保健センター）10：00～11：30

ほっと。Café（来島保健センター）（食講座【大人】）10：00～13：00
こころの健康相談日（保健福祉センター）※完全予約制

中学校修学旅行（2年生）〈～22日〉
ほっと。Café（来島保健センター）10：00～11：30

特集  地域の宝を育む飯南町の教育魅力化
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笑顔あふれるまち  飯南町

201

まちのスケジュール

このまちに住んで
いようと、なかろう
と、ルーツをたどれ
ば飯南町。生まれや
育ちは違っても、飯
南町に縁やゆかり
がある。そんな人
たちを紹介します。
今回登場した人が
次の人を指名。つ
ながり続くよどこ
までも。

飯南町出身。飯南高
校、早稲田大学卒業
後、郵便局㈱（現・日
本郵便㈱）に入社。平
成27年からオースト
ラリアの子会社で国
際物流に携わる。現、
日本郵政㈱ＪＰ未来
戦略ラボ室長

オーストラリアの子会社で勤
務。最初の上司はロシア人。同
僚は中国人、マレーシア人、
ポーランド人。価値観や文化の
違いで、言い合いになることも
しょっちゅう。でも、「仕事で成
果を出す」という想いはみんな
同じ。お互いに尊重し合いなが
ら切磋琢磨


